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有識者会議の開催等 試行事業の実施

平成21年度 平成22年3月 「チーム医療の推進に関する検討会」報告書

「一定の医学的教育・実務経験を前提に専門的な臨床実践能力を有する看護師が、従来、一般的には
「診療の補助」に含まれないものと理解されてきた一定の医行為を医師の指示を受けて実施できる新た
な枠組みを構築する必要がある。」

平成22年度

～

平成24年度

平成22年5月 「チーム医療推進会議」及び同会議の下に「チーム医療推進のための看護業
務検討ワーキンググループ」を設置し、具体的議論を開始

※平成22年度厚生労働科学特別研究事業にて看護業務実態調査(調査項目203項目）を実施

・特定行為を実施する
看護師の養成に関す
る調査試行事業の実
施（平成22~24年度）
・特定行為を実施する
看護師の業務に関す
る試行事業の実施
（平成23~24年度）

平成24年9月 特定行為等についての意見募集の実施（1回目）

平成25年3月 チーム医療推進会議による「特定行為に係る研修制度（案）」取りまとめ

「医師又は歯科医師の指示の下、プロトコールに基づき、特定行為を行おうとする看護師は、厚生労働大
臣が指定する研修機関において、厚生労働省令で定める基準に適合する研修の受講を義務づける。」

平成25年度 平成25年7月 特定行為等についての意見募集の実施（2回目） ・「診療の補助におけ
る特定行為に係る医
師の指示に基づくプ
ロトコール試行事業」
の実施（平成25年
度）

平成25年10月 第20回チーム医療推進会議において、「特定行為に係る看護師の研修制度
（案）」の枠組みに基づき、特定行為及び特定行為研修区分（案）、指定研修
の基準に係る事項を提示。

平成25年12月 社会保障審議会医療部会による「医療法等改正に関する意見」取りまとめ

「診療の補助のうち、実践的な理解力、思考力及び判断力を要し、かつ高度な専門知識及び技能をもっ
て行う必要のある行為（「特定行為」）を明確化するとともに、医師又は歯科医師の指示の下、プロトコー
ルに基づき、特定行為を実施する看護師に係る研修制度を創設する。」

平成26年度 平成26年6月 国会審議を経て、保健師助産師看護師法の一部改正を含む「地域における医療及び介
護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律（平成26年法律第
83号）」が成立

・「特定行為研修制度
における手順書活用
事業」の実施（平成
26年度）
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